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Solution Overview／ソリューションの概要
CFOや経理財務部門が、経営層や事業部門からのより高い要求に応え、重要な
ビジネスパートナーになることを、企業業績管理（Enterprise Performance

Management、EPM）によって支援します。EPMは、CEOの意思決定に係わ
る問題であり、各事業のトップが組織全体のパフォーマンスに重大な影響を与
える計画と行動を戦略と整合させ、結果として企業の競争優位をもたらすこと
に寄与します。

KPMGは、EPMプロジェクトの豊富な経験と知見を有しています。グローバ
ルで確立された方法論やターゲットオペレーティングモデル（TOM）を活用
し、短期間での改革実現を支援します。

EPMソリューション

変化の激しい経営環境のなかで競争に勝ち抜くために、企業はより迅速・的
確な経営意思決定が求められています。

CFOや経理財務部門、経営企画部門が、信頼性が高くタイムリーな経営デー
タを活用することによって、企業がリスクやパフォーマンスを適切に管理し、
効果的な意思決定を実現することをサポートします。

管理部門からの示唆に富む情報が少ない

業績管理が戦略や予実管理と分断

開示・報告資料の作成負荷が高く、精度も低い

経理財経部門による分析の充実と付加価値向上

開示・報告資料の品質向上および業務効率化

• 経営目標とレポートの整合が不足しており、経営意思決定
に資する情報が提供できない

• 取引データに適時にさかのぼり活動レベルの分析ができ
ないため、業績改善につながる要因が分からない

• 手作業に依存した業務プロセスにより入力ミスが発生する
ため、検証作業が多い／全体的に非効率な業務

• 部門間・レポート間で不整合／差異が説明できない

• 業績管理レポートと戦略・予実管理との整合がとれず
PDCAサイクルが効果的にまわらない

• 過去実績管理が中心で将来のアクションの議論が不足

EPMソリューションによる対応例企業でよく見られる課題

• 経理財務担当者が取引データまで適時に分析できるため
経営陣や事業責任者にプロアクティブな提案・助言

• 経営層や事業部門から常に信頼されるビジネスパートナー
としての役割を充実

• 定型レポート（定性情報、定量情報を含む）の情報一元管理
および作成の自動化・効率化

• 手作業によるエラーなどのリスクの低減

シームレスな経営管理PDCAサイクルの確立
• 経営戦略から事業計画、予算管理、シナリオプランニング、
実績レポート等を連携・統合して管理

• 業績予測を活用し改善アクションにつながる議論を充実

目標とパフォーマンスの測定・管理

戦略目標に整合したアクション

意思決定の質向上のための示唆に
富む洞察

全社的に統合された事業／財務計画
策定プロセス
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EPMの適用イメージ

KPMGの提唱するEPMは、企業のパフォーマンス向上や戦略実行を推進する
ために、経営層から業務担当者まで企業グループ全域に適用できます。

 コストや収益性の
多次元による正確な
把握や分析を提供

多次元コスト・
収益性分析
Dimensional 

Profitability & Costing
Analysis

 戦略を実行に移し確実に
推進するための実行計画
策定

 KPIやバリュードライバー
の導入

EPM導入計画
KPI導入／刷新

EPM framework
& KPIs

 事業戦略、販売計画、生産計画
などの企業内の個別に立案され
る計画を長中期計画と統合し、
業績管理のPDCAサイクルを
構築

統合業績管理
Integrated Business Planning

 計画と実績・業績予測の比較を測定・モニタリングすることで、
アクションを促進する分析・洞察を提供

経営層向け経営管理レポート
Performance Reporting

 ディスクロージャー業務リスクを
最小化しながら業務効率を抜本的
に向上

ディスクロージャーマネジメント
Disclosure Management

 財務予算と業績予測をバリュー
ドライバーに結び付け、予算精度
と柔軟性を向上

財務予算管理
Financial Planning & Analysis

 制度連結会計の延長だけではない、
グループ経営管理情報の向上と
確立

グループ経営管理
Consolidations

 EPMに必要な情報を素早く適切に提供できるEPM製品の選定・導入（クラウド、BI、アナリティクスツール）

EPMソリューション製品の選定・導入、PoCサービス

KPMGのEPMソリューションマップ

KPMGのEPMソリューションは、企業の業績管理能力の向上に向けた取組みを、
End to Endで支援します。

業務担当者・責任者

主管部門／管理部門

• 経営戦略の策定
• 経営戦略遂行状況の
モニタリングと戦略意思決定

• 事業部門目標の策定
• 事業部門目標達成状況の
モニタリングと意思決定

経営会議

• 業務の遂行
• 改善活動

情報 情報 情報 情報 情報

情報 情報 情報

情報 情報 情報 情報

研
究

開
発

マ
ー
ケ

調
達

生
産

物
流

販
売

保
守

EPMを活用しているケース

財務KPIなどの
結果指標中心の報告

（セグメント別損益・・）

財務KPIの変動要因や
改善に向けた施策を
活動レベルで分析

（受注、リベート・・・）

経営目標達成に向けた
KGI中心の報告

（ROE、ROIC・・）

結果指標のみでは、何
を改善すべきか事実に
基づいて語れない

経営戦略に紐づけて、
経営意思決定に資する
情報を提供しなければ
意味がない

*KGI：Key Goal Indicator、 KPI：Key Performance Indicator

1. 戦略の明確化 2. 計画・
予算立案 3. 業績管理

・報告 4. 業績評価 5. 目標達成に向けた対応
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• 経営目標へのイン
パクト・数値変動
の因果関係・改善
施策をより明確に
説明できる

• 経理財務において
も活動レベルの
データを分析して
提案・助言が可能

• レポート作成係か
らビジネスパート
ナーとしての役割
を強化

経営戦略

事業部門目標
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お問合せ先

KPMGコンサルティング株式会社

後藤 友彰／Tomoaki Goto
パートナー、フィナンシャルマネジメント

TEL：03-3548-5111
kc@jp.kpmg.com

kpmg.com/jp/kc
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